
人事案件

意見書

教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
全
会

一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

佐
竹
　
正
利
氏

（山
田
）

監
査
委

員

（
議
会

選

出
）
の
辞
任
に
伴
い
、
次

の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会

一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

藤
　
　
伸

一
氏

（稲
築
）

少
人
数
学
級
の
推
進
な

ど
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２

分
の
１
復
元
を
図
る
た

め
の
２
０
１
４
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の

豊
か
な
教
育
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、

３０
人
以
下
学

級
と
す
る
こ
と
や
、
教
育

の
機
会
均
等
と
水
準
の
維

持
向
上
を
図
る
た
め
、
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国

負
担
割
合
を
２
分
の
１
に

復
元
す
る
こ
と
に
つ
い
て

国

に
要
請
す

る
も

の
で

す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

確
保
と
地
方
自
治
体
の
安

定
的
な
行
政
運
営
を
実
現

す
る
た
め
、
地
方
財
政
計

画
、
地
方
交
付
税
総
額
の

決
定
に
当
た

っ
て
は
、
国

の
政
策
方
針
に
基
づ
き

一

方
的
に
決
す
る
の
で
は
な

く
、
国
と
地
方
の
協
議
の

場
で
十
分
な
協
議
の
も
と

に
決
定
す
る
こ
と
な
ど
６

項
目
に
つ
い
て
国
に
要
請

す
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

「慰
安
婦
」問
題
で
の
橋

下
徹
「日
本
維
新
の
会
」

共
同
代
表
の
発
言
へ
の

謝
罪
と
撤
回
を
求
め
る

決
議橋

下
徹
日
本
維
新
の
会

協
同
代
表
に
対
し
、

「日

本
軍
の
慰
安
婦
制
度
は
必

要
だ

っ
た
。
」

「沖
縄
に

駐
留
す
る
在
日
米
軍
司
令

官
に
風
俗
業
の
活
用
を
勧

め
た
こ
と
」
に
つ
い
て
、

撤
回
と
謝
罪
を
求
め
る
も

の
で
す
。

ヨ圭

1目 願

杉
町
橋
口
下
富
橋
架
け

替
え
工
事
に
関
す
る
請

願
書杉

町
橋

・
下
宮
橋

（山

田
地
区
）
の
老
朽
化

（昭

和
１５
年
供
用
開
始
）
に
伴

い
、
架
け
替
え
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

嘉
麻
市
庁
舎
、
公
民

館
な
ど
市
管
理
施
設
の

女
性
ト
イ
レ
を
洋
式
に

改
修

口
整
備
を
求
め
る

請
願庁

舎
や
公
民
館
な
ど
市

が
管
理
す
る
施
設
の
ト
イ

レ
で
は
、
洋
式
ト
イ
レ
が

少
な
い
た
め
、
足
腰
が
弱

い
市
民
に
と

っ
て
も
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
、
座

っ

て
も
温
か
い
洋
式
ト
イ
レ

ヘ
の
改
修
を
求
め
る
も
の

で
す
。
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